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蓄
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。
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掲
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降
、
米
国
讐
は
大

幅
に
上
昇
し
、
 
S
&
P
5
0
0
は
史
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需
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し
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だ
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ト
ラ
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掲
げ
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政
策
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フ
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収
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ら
れ
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迫
も
挙
げ

ら
れ
る
。
失
条
は
5
%
を
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掲
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れ
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す
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蓄
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上
げ
効
果
は
小
さ
い
と
み
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
と
県
に
緩
や
か
な
景

気
拡
大
が
続
く
こ
と
に
な
ろ
、
つ
。

金
融
政
策
に
関
し
て
、
 
F
R
B
 
(
米

連
手
1
度
理
吏
=
)
は
利
上
げ
ぺ

ー
ス
を
恕
さ
せ
る
公
算
が
大
き
い
。

最
大
の
要
因
は
イ
ン
フ
レ
率
の
袈

で
あ
る
。
那
年
に
は
イ
ン
フ
レ
率
の
押

し
下
げ
に
寄
与
し
て
き
た
原
柵
格
は

反
転
し
、
Π
年
は
む
し
ろ
イ
ン
フ
レ
率

を
押
し
上
げ
る
要
因
に
な
る
。
街
需

給
逼
迫
に
ょ
る
賃
金
上
昇
も
イ
ン
フ
レ

審
押
し
上
げ
る
。
 
2
%
の
イ
ン
フ
レ

目
標
を
達
成
す
る
可
種
が
高
ま
り
、

Ⅱ
年
は
年
間
2
回
程
度
の
利
上
ゞ
行

う
の
が
基
本
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
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蓄
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梨
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。
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